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子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

フォローアップミルクはいつまで飲ませるの？

絶対に飲ませなくてはならないものではありません。
３回食が完成していれば必要な栄養素は取れています。
ミルクに頼らず食べさせていきましょう。

離乳食の主食副菜を全部混ぜてあげてもいいのかな？

ごはんやパン・肉・野菜等の素材の硬さや味を知り咀
嚼を促すために、面倒ではあっても分けて食べさせま
しょう。

子どもは１歳。やせ気味で食が細く１回に食べる量が
少なくて…

体重の伸びが悪い時は、４～５回食にしてみましょう。
間食は、おにぎりやゆで卵等を食事として考えてみま
しょう。

美浦村栄養士・福岡がお答えします

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

栄養士さんに聞きたい！

　

毎
年
４
月
１
日
付
け
で
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

は
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
し

い
保
険
証
を
３
月
末
日
ま
で
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険
証

の
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在

ご
使
用
中
の
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
経
過
後
に
各
自
で
責
任

を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
証
の
取
扱
い

・
必
ず
手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
医
療
機
関
等
で
診
察
を
受
け
る

　

と
き
に
は
、
必
ず
窓
口
で
提
示

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
ピ
ー
し
た
も
の
、
有
効
期
限

　

の
切
れ
た
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
。

◎
保
険
証
の
有
効
期
限

　

村
か
ら
交
付
さ
れ
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

　

い
る
場
合
は
、
有
効
期
限
の
短

　

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
役
場

　

収
納
課
で
納
付
ま
た
は
納
税
相

　

談
を
行
い
、
有
効
期
限
の
延
長

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

同
一
生
計
の
家
族
が
、
修
学
や

病
気
療
養
等
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
家
族
と
離
れ
て
他
の
自
治

体
に
住
所
を
異
動
し
て
生
活
を
す

る
場
合
は
、
村
へ
届
出
を
す
れ
ば

使
用
中
の
保
険
証
と
は
別
の
「
遠

隔
地
保
険
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
保
険
証

の
有
効
期
限
切
れ
に
伴
い
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
届
出
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
（
更
新
の
場
合
は
旧
遠

　

隔
地
保
険
証
）

・
認
印

・
住
民
票

・
病
気
療
養
等
、
施
設
に
入
所
す

　

る
場
合
は
入
所
証
明
書

・
修
学
の
場
合
は
在
学
証
明
書

・
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

わ
か
る
も
の
と
身
分
証
明
書

＊
遠
隔
地
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
被
保
険
者
が
修
学
を
終

え
た
と
き
に
、
美
浦
村
に
住
所

を
戻
さ
な
い
場
合
は
、
村
の
国

保
の
加
入
資
格
を
失
い
ま
す
。

　

世
帯
主
は
、
該
当
者
に
つ
い
て

村
へ
資
格
喪
失
届
を
提
出
し
、

　

資
格
喪
失
者
の
遠
隔
地
保
険
証

を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
世
帯
主
の

方
が
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
委
任
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

◎
次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き

・
転
入
、
出
生
、
職
場
の
健
康
保

　

険
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
る
「
資

　

格
取
得
」

・
転
出
、
死
亡
、
職
場
の
健
康
保

　

険
へ
の
加
入
等
に
よ
る
「
資
格

　

喪
失
」

・
住
所
、
氏
名
等
の
変
更
に
よ
る

　

「
記
載
内
容
変
更
」

＊
届
出
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

る
場
合
は
入
所
証
明
書

　

後
納
制
度
は
、
過
去
５
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
過
去
５
年
以
内
に
納
め

忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る

の
は
平
成
３０
年
９
月
３０
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
で
、

　

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

（
納
付
・
免
除
以
外
）や
未
加
入

期
間
が
あ
る
方

お問合せ
国保年金課国保係
☎８８５－０３４０（内）１１７

国民健康保国民健康保険
国
民
健
康
保
険

  

被
保
険
者
証
の
更
新

▼
年
金
額
ア
ッ
プ
・
年
金
の
受
給

　

資
格
を
得
ら
れ
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
国
民
年
金
保

　

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
土
曜
日
・

　

日
曜
日
・
祝
日
・
１２
月
２９
日
〜

　

１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
せ
ん
。

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

国民年金国民年金

お問合せ
国保年金課年金係
☎８８５－０３４０（内）１１６

②
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
、

　

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中

　

に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

③
６５
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給

資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方

な
ど

※
６０
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
お

か
け
に
な
る
場
合
は
、
☎
０
３

－

６
７
３
１－

２
０
１
５

▼
受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
１５
分

※
た
だ
し
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休

日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は
午
後

７
時
ま
で
延
長
。

・
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

国
民
年
金
後
納
制
度

国
民
年
金
後
納
制
度


